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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 
一般:１､２００円 

６５歳以上:６００円 

好評発売中 

毎週土曜日 
１０時～･１３時～ 
英語による庭園ガイド
ツアー(無料)、開催中！ 

京都市大原野《勝持寺(しょうじじ)》 小
石
川
後
楽
園 

ゆ
か
り
の
園
探
訪･

そ
の
二
十
八 

 

 

園
内
に
入
っ
て
右
側
奥
に
あ
る
西
行
堂
跡
、
そ
こ
に
建
て

ら
れ
て
い
る
西
行
歌
碑
の
石
材
強
化
工
事
が
行
わ
れ
、
こ
の

春
か
ら
綺
麗
な
姿
を
ご
覧
頂
い
て
い
ま
す
。 

 
そ
こ
で
、
今
回
は
西
行
法
師
ゆ
か
り
の
場
所
を
ご
紹
介
。 

 

 

「「ＧＧＷＷののおお楽楽ししみみ」」  

 

 

 
検索→都立庭園 園長の採れたて情報 

ホームページ 検索→庭園へ行こう！ 見てね！ 

小
さ
な
雑
記 

「
何
十
年
ぶ
り
か
な
？
俺

が
若
い
頃
、
あ
の
桜
は
、

ま
だ
小
さ
か
っ
た
ん
だ

よ
。」
満
開
の
馬
場
桜
を
見

て
、
窓
口
に
声
を
か
け
て

下
さ
っ
た
お
客
様
。 

 

江
戸
時
代
か
ら
続
く
こ

の
庭
園
に
は
、
私
た
ち
が

見
る
事
の
出
来
な
か
っ
た

景
色
を
御
存
じ
の
方
が
た

く
さ
ん
。
そ
ん
な
お
話
を

聞
か
せ
て
頂
く
度
に
、
羨

ま
し
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
三
月
、
西
行
堂
跡

に
西
行
歌
碑
に
因
ん
で
柳

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
き

っ
と
、
こ
れ
か
ら
ぐ
ん
ぐ

ん
大
き
く
な
っ
て
く
れ
る

若
い
樹
で
す
。
ご
覧
に
な

り
ま
し
た
か
？ 

〝
時
代
の
目
撃
者
！
〟

「
私
が
若
か
っ
た
頃
、
あ

の
柳
は
、
ま
だ
ま
だ
小
さ

か
っ
た
ん
だ
よ
。」
何
十
年

か
後
、
ぜ
ひ
、
窓
口
で
お

話
し
下
さ
い
ね
。 

 西暦６７９年、天武天皇の勅によって神変大菩薩
役の行者が創建する。１１４０年、鳥羽上皇に仕え
ていた北面の士佐藤兵衛義清が、この地で出家し西
行と名を改め庵を結んだ。西行が一株の桜を植えて
吟愛したことから、世人はその桜を『西行桜』、寺
を『花の寺』と呼ぶようになる。 

 

 

 

若
葉
の
頃
に
・
・
・ 

 特別な木に施したり、強風や雪の重みでの枝
折れ防止、また、横に伸びる枝が下がらないよ
うに支えるための支柱は『頬杖』と呼ばれ、園
内ではシダレザクラや、大泉水のほとりにある
一つ松などでご覧いただけます。 
 庭園の雰囲気に合うように支柱の素材は檜
などの丸太、庭師が地面と枝の距離を測り、一
本一本手作業で仕上げています。三月半ば、バ
ックヤードではコンコンコン、毎日小気味よい
音が響いていました。 
 今回行われたのは一つ松の頬杖交換、リニュ
ーアルして美しい姿になりました。 

●ゴールデンウィーク開園時間延長 
開催期間:４月２９日(水･祝)～５月６日(水･休) 
開園時間:９時～１８時(最終入園は１７時３０分) 
●５月４日(月･祝)は『みどりの日』で無料入園日 
●竹細工教室 
開催日時:５月５日(火･祝) １０時～１５時 

(最終受付は１４時３０分、材料がなくなり次第終了) 

場所:丸屋前(雨天時は団体休憩所内) 
内容:庭園職員のレクチャーの下、竹とんぼや一輪挿し、

竹笛などを作ってお楽しみいただきます。 
参加費:５０円(入園料別途) 定員:当日自由参加 
●５月５日(火･祝)は『こどもの日』で中学生以下無料 

《
竹
細
工
教
室
、
見
本
品
》 

 

 

小
石
川
後
楽
園 

職
人
の
仕
事 

【
頬
杖(

ほ
お
づ
え)

交
換
の
巻
】 

 
 大泉水に架かる石橋に欄干が取り付けら
れ、修復工事もそろそろ終了だそうです。 
 仮設橋の上、こちらのアングルから見る
“ソメイヨシノと橋”は今年限定というコ
トで記念に一枚・・・ハイ、チーズ！ 

 

小
石
川
後
楽
園
の
桜
劇
場
も

無
事
に
千
秋
楽
を
迎
え
、
出
番
を

待
っ
て
い
た
た
く
さ
ん
の
木
々

が
、
日
ご
と
に
若
葉
の
劇
団
員
を

増
や
し
て
い
ま
す
。
こ
の
団
員

達
、
な
か
な
か
の
優
れ
も
の
。
第

一
幕
の
春
は
柔
ら
か
な
緑
色
で
、

み
ん
な
の
気
持
ち
を
癒
し
、
第
二

幕
の
夏
は
木
陰
に
、
そ
し
て
第
三

幕
の
秋
に
は
、
観
る
人
の
心
も
紅

く
染
め
上
げ
る
紅
葉
劇
場
！
今

年
も
楽
し
み
で
す
ね
。 

 

シ
ャ
ガ
や
キ
バ
ナ
イ
カ
リ
ソ

ウ
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
な
ど
背
の

低
い
花
も
咲
き
出
し
て
、
春
の
園

内
は
楽
し
い
発
見
が
イ
ッ
パ
イ

で
す
。 

 

出
逢
い
の
四
月
、
み
な
さ
ま
の

毎
日
は
い
か
が
で
す
か
？
緊
張

で
ヘ
ロ
ヘ
ロ
、
新
し
い
仕
事
で
ク

タ
ク
タ
・
・
・
な
時
は
、
お
散
歩

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
こ
こ
に
は

心
と
体
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

良
い
薬
も
有
り
ま
す
よ
。 

 

 

勝
持
寺
が
あ
る
大
原
野
地
区
は
、
賑

や
か
な
京
都
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
、

今
で
も
穏
や
か
に
時
間
が
流
れ
る
。 

 

平
安
末
期
の
歌
人
西
行
が
出
家
し

た
こ
の
寺
を
訪
ね
た
の
は
、
ち
ょ
う
ど

境
内
を
埋
め
尽
く
す
桜
の
花
が
散
り

そ
め
し
頃
。
剃
髪
に
用
い
た
と
伝
わ
る

〝
鏡
石
〟
に
も
、
は
ら
は
ら
と
花
び
ら

が
舞
い
落
ち
る
。 

 

願
わ
く
は
花
の
下
に
て
春
死
な
ん 

そ
の
如
月
の
望
月
の
こ
ろ 

水
戸
藩
祖
・
頼
房(

よ
り
ふ
さ)

の
時

代
、
小
石
川
後
楽
園
の
園
内
に
も
、
西

行
の
像
を
安
置
し
た
西
行
堂
が
あ
っ

た
。
九
代
藩
主
・
斉
昭(

な
り
あ
き)

は
、

西
行
堂
側
の
流
れ
を
、
西
行
の
和
歌 

 

道
の
べ
に 

し
み
づ
な
が
る
る
柳
か

げ 

し
ば
し
と
て
こ
そ 

立
ち
ど
ま
り

つ
れ 

に
因
み
『
駐
歩
泉
』
と
命
名
し
、
自
ら

筆
を
執
り
駐
歩
泉
の
碑
を
建
て
て
い

る
。
西
行
堂
跡
の
『
西
行
歌
碑
』
は
、

駐
歩
泉
の
碑
に
因
み
、
斉
昭
夫
人
が
建

て
た
も
の
だ
。 

 

各
地
を
訪
ね
〝
漂
泊
の
歌
人
〟
と

も
呼
ば
れ
た
西
行
は
、
松
尾
芭
蕉
な
ど

多
く
の
歌
人
、
俳
人
に
影
響
を
与
え
、

今
で
も
多
く
の
フ
ァ
ン
を
魅
了
す
る
。 

 

西
行
が
こ
よ
な
く
愛
し
た
桜
た
ち
、

今
年
も
そ
の
季
節
が
旅
立
っ
て
行
く
。 
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